
 

 
経営戦略研究科の理念・目的・教育目標 

 

経営戦略研究科は、MBA 教育を行う経営戦略専攻（ビジネススクール）と公認会計士等

の職業会計人養成のための会計専門職専攻（アカウンティングスクール）を擁している。

経営戦略専攻には、社会人を対象として主に夜間と週末に授業を行う「企業経営戦略コー

ス」、全ての授業を英語でおこなう「国際経営コース」がある。経営戦略専攻は、大阪梅田

キャンパスに設置され、基礎的な教育を重視したカリキュラム、技術者向けのビジネス教

育、英語での講義などの多面的な特色を持っている。 

会計専門職専攻では、公認会計士養成を目的とするとともに、コンサルティング業務等

にも適応した人材の育成を目指すなど幅広いニーズに対応できる現代的な公認会計士養成

に対応できるカリキュラムを提供している。 

また、高度経営研究の柱として博士課程先端マネジメント専攻を設置し、経営や会計に

関わるマネジメントの最新の研究を行っている。 

本研究科は、専門職大学院としてビジネススクール、アカウンティングスクール及び博

士課程である先端マネジメント専攻を運営し、本学の高度専門職教育やビジネス研究の取

り組みの大きな核としてその役割を果たす。 

 

１ ． 経 営 戦 略 専 攻 の 理 念 ・ 目 的 ・ 教 育 目 標  
 １）理 念 
    欧米では高度な専門職種としての経営に携わる人材を養成するためにビジネスス

クールが設置されており、アジアにおいても多数設置されている。 
  我が国においても日本版ビジネススクールに対する期待は大きなものがあり、現実

にビジネスを科学的、客観的に研究し専門的な知見をもとにして教育する大学院の
設置の必要性が高まっている。この要請は、日本企業のグローバル化と人材のグロ
ーバル化に関連して発生しており、これからも日本企業にとって優先して対処しな
ければならない問題である。 
こうした要請に応えるために、経営戦略専攻は、「日本型のマネジメントとグロー

バルな視点からのマネジメントの高度な専門性の水準での融合」を設立の理念とし
ている。 

 
２）目 的 

企業経営戦略コースは、現在企業で働いている職業人を対象に、主に夜間と週末で
のコースワークと「課題研究」等の演習活動によって、グローバル化した日本企業
のビジネス環境に合致した高度職業人の育成を目指す。一方、国際経営コースは、
活躍するフィールドを日本以外にも求めるビジネスパーソンのために、ビジネスの
知識に加えて外国語、特に英語でビジネスを遂行する能力を高めることを目指して
いる。 

したがって、本専攻に設置される「企業経営戦略コース」、「国際経営コース」で
は、国際的に標準とされる MBA 教育を行い、ケース利用、グループ・ワークの実施
などで学生の実際の意思決定場面での能力を高めることを目的とする。 

３）目 標 
本専攻で養成される高度専門職業人には「高い職業倫理観を持ったグローバルに活

躍できるビジネスパーソン」であることが求められる。そのために、科学的な視点
をもって専門知識を駆使する能力の養成を大きな柱としながら企業倫理に関する
科目を必修としている。 
より具体的には、企業経営戦略コースでは、自らの就業経験を基にして、単なる理
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論の理解を目標とするのではなく、自らの業務に密接に結びついた問題の発見、解
決能力を高めることが目標となる。国際経営コースでは、グローバルなビジネスシ
ーンで活躍できる外国語能力とビジネスの知識、ならびにその応用力を培うことを
目指している。特に新卒者も入学者として受け入れることから、就業意識を高める
ための実践的な教育も目標の一つとしている。 

 
２ ． 会 計 専 門 職 専 攻 の 理 念 ・ 目 的 ・ 教 育 目 標  

１）理 念 
経済活動の高度化、複雑化、グローバル化が進み、会計の社会的重要性が高まって

いる現在、公認会計士は、量的な拡大と質的な向上が求められている監査証明業務
の担い手として、あるいは、多様化の一途をたどる会計業務や租税業務の担い手と
して、経済社会における重要な役割を担うことが強く求められている。また、会計
と監査に対する社会的な期待は、民間部門のみならず政府や地方自治体などの公的
部門からも大きくなっており、これらに対応できる公認会計士や職業会計人の養成
が、重要な課題になっている。会計専門職専攻では、「グローバルスタンダードの
視野と高度な理論に基づく、実践的実務家教育」を理念に、こうした社会的要請に
応える公認会計士等の職業会計人を養成する。 

２）目 的 
本学の会計教育・研究の中心は、1912年(明治45年)の高等学部商科開設以来、一

貫して米国型の会計を基礎とするものであり、その伝統と教育・研究水準の高さは、
広く知られている。特に今日では、グローバルな視点から取り組む本学の教育・研
究姿勢が内外から注目されている。事実、本学はこれまで財務会計、国際会計、管
理会計、監査、環境会計、公会計の領域で多くの教育・研究者を世に送り出してき
た。そして今後は、国際会計士連盟（International Federation of Accountants: 
IFAC）の国際教育基準 （International Education Standards: IES）が要求する
内容を尊重して、グローバルな視野をもって世界に貢献し得る公認会計士等の職業
会計人を育成することが、本学会計専門職専攻の使命である。会計専門職専攻では、
こうした本学の伝統や使命に基づき、「国際的なレベルで世界に貢献し得る公認会
計士等の職業会計人を養成する」ことを目的とする。 

３）目 標 
上記の理念、目的に従い、次のとおり会計専門職専攻の目標を定める。 

・建学の精神に基づく高い職業倫理を持った職業会計人の養成 
    本学のスクールモットーであるMastery for Service（奉仕のための練達）のス

ピリットを持ち、国際経済社会の健全な発展に寄与する高い会計倫理観を持っ
た職業会計人を養成する。 

・国際的な水準で、世界に貢献し得る職業会計人の養成 
    会計に関する国際的な教育基準に従って、グローバルな視野をもった世界に貢

献し得る職業会計人を養成する。 

 

３ ． 先 端 マ ネ ジ メ ン ト 専 攻 の 理 念 ・ 目 的 ・ 教 育 目 標  
   博 士 課 程 先 端 マ ネ ジ メ ン ト 専 攻 の 理 念 ・ 目 的 ・ 教 育 目 標 は 、 先 端 的 な

ビ ジ ネ ス の 問 題 を 解 決 す る こ と に 注 力 し な が ら 、理 念 的 な 研 究 と 実 践 性
の あ る 応 用 研 究 の 双 方 を 推 進 す る こ と で あ る 。 こ れ を 実 現 す る た め に 、
企 業 や 公 的 機 関 と の 連 携 を 重 要 視 し 、理 念 的 研 究 の 水 準 を 高 め る と 共 に 、
実 証 性 の 高 い 研 究 が 可 能 に な る 基 盤 を 確 立 す る 。そ の 結 果 と し て 、実 践
的 課 題 と 理 論 的 課 題 を 融 合 さ せ る こ と で 高 い 研 究 成 果 を 望 む こ と が で
き る と 考 え て い る 。本 博 士 課 程 で は 、主 に 養 成 す る 人 材 像 を 次 の よ う に
考 え て い る 。  
①  企 業 経 営 者 ・ 企 業 幹 部 や 自 治 体 等 行 政 機 関 の 上 級 管 理 職 と な る 者  
②  民 間 も し く は 公 設 の 研 究 所 な ど の 研 究 員  
③  高 度 な コ ン サ ル テ ィ ン グ 能 力 を 持 つ 専 門 家  
④  専 門 職 大 学 院 等 に お い て 教 育 に 従 事 す る 研 究 者 教 員 も し く は 実 務 家

教 員  

 


